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●�介護保険で利用できるサービスには、要介護1〜5と認定された方が利用できるサービス（介
護給付）と、要支援 1・2と認定された方が利用できるサービス（予防給付）があります。
●�予防給付は、介護予防（生活機能を維持・向上させ、要介護状態になることを予防すること）
に適した、軽度者向けの内容・期間・方法で、サービスが提供されます。
●�サービスのうち、地域密着型のサービスは、住み慣れた地域で、多様かつ柔軟なサービスを
提供するための枠組みで、事業所や施設がある区市町村にお住まいの方の利用が基本となり
ます。
　地域密着型サービス以外のサービスは他区市町村にある事業所や施設の利用も可能です。

 ケアプランの作成	
■ �居宅介護支援（要介護の方）
　居宅サービスなどを適切に利用できるように、心身の状況・環境・
本人の希望などをもとに、居宅介護支援事業所がケアプランを作成
し、サービス提供事業者との連絡調整などを行います。

■ 介護予防支援（要支援の方）
　要支援状態の悪化防止や改善に重点を置き、利用者の自立に役立
つ介護予防サービスが提供されるよう、目標を定め、地域包括支援
センターがケアプランを作成します。
　※�要介護、要支援とも、ケアプランは自分で作成することもできます。

ケアプラン

■ 訪問介護
要介護の方の利用
　ホームヘルパーが家庭を訪問し、食事や排
泄など日常生活上の介護や、調理や洗濯など
の生活援助を行います。
要支援の方の利用
　区市町村が実施する「介護予防・生活支援
サービス事業」で提供されます。 ※詳しくは、22ページを

　ご参照ください。

家庭で受けるサービス

利用できるサービス


